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ロシア・ボンド・オープン
（年1回決算型）

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2017年 8 月 7 日～2025年 8 月 6 日

運用方針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド ロシア債券マザーファンドの
受益証券

ロ シ ア 債 券
マザーファンド ロシア・ルーブル建債券

組入制限

ベビーファンドの
マザーファンド組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

運用報告書（全体版）
第 6期

（決算日　2023年 8 月 7 日）
（作成対象期間　2022年 8 月 9 日～2023年 8 月 7 日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、ロシア・ルーブル建債券

に投資し、信託財産の着実な成長と安定した
収益の確保をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0333720230807◇



ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

ロシア（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

純資産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期　　中
騰 落 率 （参考指数） 期　　中騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2期末（2019年 8 月 6 日） 9, 892 0 △ 1. 5 10, 382 0. 6 96. 7 ― 49 
3 期末（2020年 8 月 6 日） 10, 299 0 4. 1 10, 965 5. 6 95. 3 ― 51
4 期末（2021年 8 月 6 日） 10, 358 0 0. 6 11, 239 2. 5 94. 3 ― 52
5 期末（2022年 8 月 8 日） 1, 395 0 △ 86. 5 5, 131 △ 54. 4 ― ― 8 
6 期末（2023年 8 月 7 日） 1, 379 0 △ 1. 1 8, 553 66. 7 ― ― 8 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）をもとに円換算

し、当ファンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・
ルーブルベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではあり
ません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認め
られていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

 最近5期の運用実績
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■基準価額・騰落率
期　首：1, 395円
期　末：1, 379円（分配金 0円）
騰落率：△1. 1％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
ロシア国債の評価をゼロにしていることにより、基準価額はほぼ横ばいで推移しました。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

 年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

ロシア（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2022年 8 月 8 日 1, 395 ― 5, 131 ― ― ―
8月末 1, 394 △ 0. 1 6, 924 35. 0 ― ―
9月末 1, 393 △ 0. 1 6, 514 27. 0 ― ―
10月末 1, 391 △ 0. 3 10, 448 103. 6 ― ―
11月末 1, 390 △ 0. 4 9, 488 84. 9 ― ―
12月末 1, 388 △ 0. 5 5, 997 16. 9 ― ―

2023年 1 月末 1, 387 △ 0. 6 3, 756 △ 26. 8 ― ―
2月末 1, 385 △ 0. 7 1, 418 △ 72. 4 ― ―
3月末 1, 384 △ 0. 8 1, 446 △ 71. 8 ― ―
4月末 1, 383 △ 0. 9 1, 469 △ 71. 4 ― ―
5月末 1, 382 △ 0. 9 1, 808 △ 64. 8 ― ―
6月末 1, 381 △ 1. 0 9, 905 93. 1 ― ―
7月末 1, 379 △ 1. 1 9, 773 90. 5 ― ―

（期末）2023年 8 月 7 日 1, 379 △ 1. 1 8, 553 66. 7 ― ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■債券市況
ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシア債券については非居住者による取引や取引後
の受渡しが困難な状況が継続しました。このような状況下、引き続き換金性枯渇の長期化が見込ま
れたことから、ロシア国債の評価をゼロとしました。
■為替相場
ロシア・ルーブルは対円で下落（円高）しました。
日銀がイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の長期金利の上限引き上げを実施したこ
とで、市場では事実上の金融引き締めと受け止められ、円高が進行したことから、ロシア・ルーブ
ルは対円で下落しました。

投資環境について （2022. 8. 9 ～ 2023. 8. 7）

■当ファンド
主として、「ロシア債券マザーファンド」の受益証券に投資しました。ただし、ロシア国債の評

価をゼロとしたことにより、当作成期の債券組入比率は 0％で推移し、円キャッシュのみでの運用
となりました。
■ロシア債券マザーファンド

主として、ロシア・ルーブル建債券に投資しました。ただし、ロシア国債の評価をゼロとしたこ
とにより、当作成期の債券組入比率は 0％で推移し、円キャッシュのみでの運用となりました。

ポートフォリオについて （2022. 8. 9 ～ 2023. 8. 7）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ロシア債券マザーファンド」の受益証券を通じて、ロシア・ルーブル建債券に投資し、信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
■ロシア債券マザーファンド

ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券に投資します。ロシア債券市
場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポート
フォリオを構築します。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はロシア債券市
場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）
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-10. 0
当　期

（2022. 8. 8～2023. 8. 7）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ
ロシア（円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

当作成期は、ロシア市場の混乱により継続的な分配を行うことが困難なため、収益分配を見送らせ
ていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年 8 月 9 日
～2023年 8 月 7 日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 244 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■当ファンド
「ロシア債券マザーファンド」の受益証券を通じて、ロシア・ルーブル建債券に投資し、信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。ただし、ロシア金融市場の流動性が正常化
し、ロシア国債の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とした運用を行います。ロシア金
融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、
ポートフォリオを構築します。
■ロシア債券マザーファンド

ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券に投資します。ただし、ロシ
ア金融市場の流動性が正常化し、ロシア国債の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とし
た運用を行います。ロシア金融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動向、経済情
勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。

今後の運用方針
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 8. 9～2023. 8. 7） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  11円 0. 811％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は1, 387円です。

（投 信 会 社）  （0） （0. 011）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （11） （0. 768）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （0） （0. 032） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  4   0. 289  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （3） （0. 247）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （1） （0. 039） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計  15   1. 100  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 10％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 10%

その他費用
0. 29%

運用管理費用
（受託会社）
0. 03%

運用管理費用
（販売会社）
0. 77%

運用管理費用
（投信会社）
0. 01%
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

 ■損益の状況
当期  自 2022年 8 月 9 日  至 2023年 8 月 7 日

項　　　　　目 当　　　　　期
（Ａ）有価証券売買損益 △  27, 233円

売買益 53  
売買損 △  27, 286  

（Ｂ）信託報酬等 △  70, 761  
（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） △  97, 994  
（Ｄ）前期繰越損益金 △  48, 543, 239  
（Ｅ）追加信託差損益金 △  5, 299, 308  

（配当等相当額） （ 363, 139）
（売買損益相当額） （△  5, 662, 447）

（Ｆ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） △  53, 940, 541  
次期繰越損益金（Ｆ） △  53, 940, 541  
追加信託差損益金 △  5, 299, 308  
（配当等相当額） （ 363, 139）
（売買損益相当額） （△  5, 662, 447）
分配準備積立金 1, 163, 834  
繰越損益金 △  49, 805, 067  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注 4） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：420円（未監査）

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 8 月 7 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 8, 664, 630円

コール・ローン等 77, 070  
ロシア債券マザーファンド（評価額） 8, 587, 560  

（Ｂ）負債 34, 830  
未払信託報酬 34, 650  
その他未払費用 180  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 8, 629, 800  
元本 62, 570, 341  
次期繰越損益金 △  53, 940, 541  

（Ｄ）受益権総口数 62, 570, 341口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 1, 379円

＊ 期首における元本額は62, 773, 865円、当作成期間中における追加設定元本額は 0
円、同解約元本額は203, 524円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は1, 379円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は53, 940, 541円です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ロシア債券マザーファンド 68, 781 68, 209 8, 587 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 8 月 9 日から2023年 8 月 7 日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

ロシア債券
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

― ― 571 72 

（注）単位未満は切捨て。

■ 投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況
当作成期首
保有額

当作成期中
設定額

当作成期中
解約額

当作成期末
保有額 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円

50 ― ― 50
当初設定時に
おける取得

（注 1）金額は元本ベース。
（注 2）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2023年 8 月 7 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ロシア債券マザーファンド 8, 587 99. 1 
コール・ローン等、その他 77 0. 9 
投資信託財産総額 8, 664 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 363, 139　
（ｄ）分配準備積立金 1, 163, 834　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 526, 973　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 526, 973　
（ｈ）受益権総口数 62, 570, 341口
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

 ロシア債券マザーファンド
運用報告書　第 6期　（決算日　2023年 8 月 7 日）

（作成対象期間　2022年 8 月 9 日～2023年 8 月 7 日）

ロシア債券マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 ロシア・ルーブル建債券
株式組入制限 信託財産の純資産総額の10％以下
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ロシア債券マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：1, 263円　期末：1, 259円　騰落率：△0. 3％

【基準価額の主な変動要因】
ロシア国債の評価をゼロにしていることにより、基準価額はほぼ横
ばいで推移しました。

◆投資環境について
○債券市況

ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシア債券について
は非居住者による取引や取引後の受渡しが困難な状況が継続しまし
た。このような状況下、引き続き換金性枯渇の長期化が見込まれた
ことから、ロシア国債の評価をゼロとしました。
○為替相場
ロシア・ルーブルは対円で下落（円高）しました。
日銀がイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の長期金

利の上限引き上げを実施したことで、市場では事実上の金融引き締
めと受け止められ、円高が進行したことから、ロシア・ルーブルは
対円で下落しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券
に投資します。ロシア債券市場の流動性が正常化した際には、金利水
準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを
構築します。

◆ポートフォリオについて
主として、ロシア・ルーブル建債券に投資しました。ただし、ロシ
ア国債の評価をゼロとしたことにより、当作成期の債券組入比率は
0％で推移し、円キャッシュのみでの運用となりました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成
期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。
参考指数はロシア債券市場の動向を表す代表的な指数として掲載し
ております。

《今後の運用方針》
ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券に

投資します。ただし、ロシア金融市場の流動性が正常化し、ロシア国債
の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とした運用を行いま
す。ロシア金融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動
向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。

年 　月 　日 基 準 価 額
ＪＰモルガン　

ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア
（円換算）

公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

騰落率（参考指数）騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2022年 8 月 8 日 1, 263 ― 5, 131 ― ― ―
8月末 1, 263 0. 0 6, 924 35. 0 ― ―
9 月末 1, 263 0. 0 6, 514 27. 0 ― ―
10月末 1, 262 △ 0. 1 10, 448 103. 6 ― ―
11月末 1, 262 △ 0. 1 9, 488 84. 9 ― ―
12月末 1, 261 △ 0. 2 5, 997 16. 9 ― ―

2023年 1 月末 1, 261 △ 0. 2 3, 756 △ 26. 8 ― ―
2 月末 1, 260 △ 0. 2 1, 418 △ 72. 4 ― ―
3 月末 1, 260 △ 0. 2 1, 446 △ 71. 8 ― ―
4 月末 1, 260 △ 0. 2 1, 469 △ 71. 4 ― ―
5 月末 1, 260 △ 0. 2 1, 808 △ 64. 8 ― ―
6 月末 1, 260 △ 0. 2 9, 905 93. 1 ― ―
7 月末 1, 259 △ 0. 3 9, 773 90. 5 ― ―

（期末）2023年 8 月 7 日 1, 259 △ 0. 3 8, 553 66. 7 ― ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ

－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）をもとに円換算し、当ファンド
設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）は、信
頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその
完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使
用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複
製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  
Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注 5） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除
きます。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

1, 264
1, 263
1, 262
1, 261
1, 260
1, 259
1, 258
1, 257
期　首

（2022. 8. 8）
期　末

（2023. 8. 7）

（円）

基準価額
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ロシア債券マザーファンド

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 4  
（保管費用） （ 3） 
（その他） （ 1） 

合 　 　 　 計 4  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

 ■売買および取引の状況
　当作成期中における売買および取引はありません。

 ■主要な売買銘柄
　当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

  （2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘　　　　柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評　　　価　　　額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千ロシア・ルーブル 千ロシア・ルーブル 千円

ロシア Russian Federal Bond - OFZ 国債証券 8. 5000 23, 000 ― ― 2031/09/17 
Russian Federal Bond - OFZ 国債証券 7. 7500 27, 000 ― ― 2026/09/16 
Russian Federal Bond - OFZ 国債証券 6. 1000 5, 500 ― ― 2035/07/18 

合　　計 銘柄数 3銘柄 
金　額 55, 500 ― ― 

（注）額面金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 （1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額 面 金 額
評　　　価　　　額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千ロシア・ルーブル 千ロシア・ルーブル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ロシア 55, 500 ― ― ― ― ― ― ― 
（注）額面金額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2023年 8 月 7 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
コール・ローン等、その他 14, 848 100. 0 
投資信託財産総額 14, 848 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ロシア債券マザーファンド

 ■損益の状況
当期  自 2022年 8 月 9 日  至 2023年 8 月 7 日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  6, 284円

支払利息 △  6, 284  
（Ｂ）その他費用 △  43, 004  
（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） △  49, 288  
（Ｄ）前期繰越損益金 △  104, 347, 227  
（Ｅ）解約差損益金 1, 337, 941  
（Ｆ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） △  103, 058, 574  

次期繰越損益金（Ｆ） △  103, 058, 574  
（注） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を下

回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 8 月 7 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 14, 848, 000円

コール・ローン等 14, 848, 000  
（Ｂ）負債 ―  
（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 14, 848, 000  

元本 117, 906, 574  
次期繰越損益金 △  103, 058, 574  

（Ｄ）受益権総口数 117, 906, 574口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 1, 259円

＊ 期首における元本額は119, 437, 612円、当作成期間中における追加設定元本額は
0円、同解約元本額は1, 531, 038円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ロシア・ボンド・オープン（毎月決算型） 49, 697, 199円
　ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型） 68, 209, 375円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は1, 259円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は103, 058, 574円です。

14


	当ファンドの仕組み
	最近5期の運用実績
	運用経過
	基準価額等の推移について
	投資環境について
	前作成期末における「今後の運用方針」
	ポートフォリオについて
	ベンチマークとの差異について
	分配金について

	今後の運用方針
	1万口当りの費用の明細
	参考情報
	その他の計理データ
	ロシア債券マザーファンド
	■当作成期中の基準価額と市況等の推移
	《運用経過》
	《今後の運用方針》
	その他の計理データ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


